操作交代デザインを用いた注意障害患者の注意機能および着衣活動に対する音楽刺激の有効性 by 福本 倫之 et al.
操作交代デザインを用いた注意障害患者の注意機能
および着衣活動に対する音楽刺激の有効性






Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja
195
大和大学　研究紀要　第 1巻　2015 年 3月
平成 26年 12月 19 日受理
福　本　倫　之 *      鈴　木　孝　治 **    鷲　田　孝　保 ***
WASHIDA TakayasuFUKUMOTO Noriyuki SUZUKI Takaji
要　　旨
　脳損傷後の注意障害事例における注意機能と着衣活動に対する音楽刺激の効果について操作交代デザインを用いて検
討した．方法は，音楽刺激を与えない “ 条件 A” と，メロディ優位の音楽を能動的な刺激となるように働きかける “ 条件


























































































































　注意機能の評価には “Attentional Rating Scale（ARS）”






























































との間に 78.1 ～ 91.1％の信頼性が得られた（表４）．
②系列依存性
　各条件間における「ARS」のデータを示した（表５，












本研究では “ARS” と “ 着衣観察スケール ” の評価結果の
データに評価者間信頼性の検討を加える．手続きは，着
































評価者 A B C D Ｅ
評価者間信頼性
（%）
90.5 95.8 90.8 89.3 94.2
表４．評価者間信頼性（着衣観察スケール）
評価者 A B C D E
評価者間信頼性
（%）
















34-6，条件 Bは 18-0 であった．中央分割法の傾きは，
条件 Aが -4.36 で条件 Bが -2.63 であった．レベルは，
条件 Aが６で条件 Bが 18であった．両条件間における





3-13，条件 Bは 11-15 であった．中央分割法の傾きは，
条件 A が 2.40 で条件 B が 1.15 であった．レベルは，
条件 Aが 13 で条件 Bが 11 であった．両条件間におけ
る傾きの変化率は 2.09，水準の変化率は 1.81 を示した
（図４）．
表５．得点データ（ARS）
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表６．得点データ（着衣観察スケール）













































Change in slope: 1.66
Change in level: 3.00 















　「ARS」の得点における平均値は，条件 Aが 18.71 で























Change in slope: 2.09
Change in level: 1.81 



















18 16 4 5 1 0 1 6.43
図５．条件別得点の平均値（ARS）
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11 11 15 14 15 15 15 13.71
図６．条件別得点の平均値（着衣観察スケール）  !"#$%&'()*,-./0123+
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